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この資料は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部で ある

機械 工業振興資金 の補助 を受 けて昭和54年 度 に実施 した 「海

外 における情報処 理お よび情報処理産業 の実態調査」 の一環

として まとめた ものであ ります。
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近 年,デ ータ通 信 シス テ ムの増 加,適 用 料金 の拡 大,な らび に,公 衆 デ ータ

交換 網 の 実 用化 に伴 い,各 国 におけ るデ ータ通信 網 アーキテクチ ャの標 準 化は,

最 新 に して最 大 の 課題 で あ る。

この たび西 ドイ ツの郵 政 省 が,1980年 にサ ー ビス開始 を計 画 して い る公

衆 デ ータ通 信 用 の パ ケ ッ ト交 換網(通 称DAT亘X)の 調 査 研究 資 料 を入 手 し

た。 い まだ完 全 に固 ま った もの では な い が,そ の サ ー ビス の概要 につ い て理 解

す る こと がで きる。

折 か ら,わ が国 にお い て もDDX,VENUSの サ ービス開始 を 目前 に控 え

てお り,ア ー キ テ クチ ャ のみ で な く,制 度,料 金 面 で も参 考 とな る点 が 少 な く

な い と考 え,全 文 を邦 訳 した。 デ ータ通 信 用 のパ ケ ッ ト交 換網 に関 心 を 持 た れ

る方 々に と って,い さ さか な りと も資 す る ところが あれば 幸 い であ る。

ー
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公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の導 入 に 関す る ドイ ツ

郵 政 省(DBP)の 研 究 につ い て の調 査 研 究

1

1978年9月

DBPの 幹 部 会議 は 昨年 の12月11日 に開 かれ た ミー テ ィン グに おい て,デ

ー タ(通 信 用)パ ケ ッ ト交 換 に関 す る細 則 を含 む"テ レック ス とダー テ ック ス

・サ ー ビス規 程"を 修 正 す る条 令 案 を 採択 した。 こ の新 しい 規 程 は公 示 され れ

ば 入手 可 能 とな る。

この こ とは"調 査 研 究"が 全般 的 な分野 で 固 め られ る まで 引 きつづ き行 な わ

れ るが,各 項 目は条 令 の改 定 に準拠 して修 正 され る とい うこ とを 意味 してい る。

なお,料 金 が 若干 修 正 され る こ とにな っ てい る。(Page37と 特 にPage40)

"調 査 研 究"の 新 しい 項 目が 発表 され る まで は
,本 質 的 な 修 正 を含 んで い る

付 属 資 料 のAとBが ベ ー シ ック な情報 に関 心 を持 つ 団体 に対 して提供 され る は

ず で あ る。 全体 の条文 は この よ うな 修正 が行 な われ る とい う前 提で 解釈 す る必

要 が あ る。

v

付 属資料A－ 旧用語 と新用語 の対比

付 属資料B－ 料金表

"調 査研究"の 新 しい公表資料が 目下準備 中であ る
。

'
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付属資料A

DatexNetwork

ダ ー テ ッ ク ス 網

DataPacket-

SwitchingNetwork

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網

DatexMainStation

ダ ー テ ッ ク ス ・ メ イ ン ・ス テ イ シ ョ ン

DatexCall

ダ ー テ ッ ク ス ・ コ ー ル

新 用

Circuit-SwitchedDatex

Network

回 線 交 換 用 ダ ー テ ッ ク ス 網

Packet-SwitchedDatex

Network

パ ケ ッ ト交 換 用 ダ ー テ ッ ク ス 網

DatexMainStation

for.Circuit-Switihing

回 線 父 換 用 ダ ー テ ッ ク ス

メ イ ン ・ ス テ イ シ ョ ン

DatexMainStation

torPacket-Switching

パ ケ ッ ト 父 換 用 ダ ー テ ッ ク ス

メ イ ン ・ス テ イ シ ョ ン

Circuit-Swit.ched

DatexCall

回 線 交 換 の ダ ー テ ツク ス ・ コ ー ル

Packet-Switched

DatexCall

CVirtualDatexCa11)

パ ケ ッ ト父 換 の タ ー テ ッ ク ス ・ コ ー ル

(ヴ ァ ー チ ユ ァ ル ・ コ ー ル)
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付属資料B
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C:二 ㌘ ⌒ 続さづ
↓ 冒

@の 公衆交換網からのアクセ⊃

B1
メ イ ン ・ス テ イ シ ョン に 対 す る

月 額 基 本 料

Z1.1. その他 の公 衆 交換 網 で発生 す

る料金

伝 送速 度bit/s DM/月 電 話 網

通常 の基本 料 と通話 料300ま で 120.00 加入電信網

1,200 19000 DATEX網

×2,400 200.00
、 '

z1・21ア ク セ ス 料 金
×4800 300.00

伝送 速度bit/s ペ ニ ッ ヒ/分
×9,600 40α00

300ま で 333

《。4aoOO 600.00
1,200 5.00

ス テイ ションに割 り当 て る 付加 料金
a400 7.00

マ ル チ ・ア ク セ ス 追 加 の 論 理 回 線

1回 線 ご と に
500

未 決定

未 決定

4,800 1α00

9600 15.00着 信 コー ル のた め に受 信 人 払 い 受取

そ の他 の 付 加 料 金

PAD経 由 メ イ ン ・ス テ イ ション用
'×PAD経 由は今後予想されない

××一定の地域制限を伴な う最初

の部分で

、

>

X.25の メ イ ン

ス テ イ シ ョン用

'

、'

Z1・31PAD料 金

ペ ニ ッ ヒ/分 600

DM/月 とメ イン・ステイシ ョン最 大 10α00

、

、
X.25の メイ

シ ョン用 に限,↓
21 ヴ ァー チ ュアル ・コー ル の 場 合 の継 続 料 金 ペ ニ ッ ヒ/分 22

パ ーマ ネ ン ト

ヴアーチ ュアル

回 路 の場 合 の継続 料金

DM/月
伝 送 速 度

昼 間料金

∪00～1&00

夜間 料金1

1&00～2200

夜 間 料 金H

2200～6.00

300ま で と1,200

2400

4,800

9600

48,000

0.50

1.00

1.50

200

400

α33

α66

1.00

1.33

2.66

α16

0.33

α50

α66

1.33

4500

9α00

135.00

180.00

36α00

、 '

1セ グメン ト

ニ64オ クテッ ト

31ヴ ・ リ ー ー ム料 金 ペ ニ ・ ヒ/セ グ ・ ン ト

メイ ン ・ステ イ シ ョンに よ って

取 り扱 わ れ る月 間 デー タ 量

昼 間 料 金

600～1&00

夜 間 料金1

1&00～2200

夜 間 料 金 皿

22.00～6.00

最 初 の セ グ メ ン ト

次 の セ グ メ ン ト

第3の セ グ メ ン ト

追 加 の セ グ メ ン ト

0.33

0.15

0.09

0.04

0.22

α10

006

0.03

011

0.05

0.03

α01

、'

41コ ー ル に対 す る付 加 料金

受信人払料金の受取に対する要求 2ペ ニ ッ ヒ

スル ー プ ットク ラス/呼 の 流 れ の 統 制 未決定
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公衆 デー タ通信パ ケ ッ ト交換網導入

に関す る西 ドイツ郵政省の調査研 究

通 信 技 術 局

1978年9月
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ま え が き

この小 冊 子は,"Ausschuβfin'rFragenderDatenfernverabeitung

beimFernmeldechnisiberEentralamt"(長 距離 通 信 技 術 セ ンタ ー で行

な うデ ー タ遠 隔処 理 に関 す る問題 点 解 明委 員会)と 名付 け られ た委 員 会 の ワー

ギ ン グ ・グル ー プと協力 し てDBP(西 ドィ ッ郵 政 省)に ょ って作 成 さ れた も

の で あ る。 そ の技術 的 な い しは,計 画 的 な事項 の詳 細 は,DBPに よっ て発 行

され た"デ ー タ通 信 のた め の計 画 促 進"を 前提 としてい る。

tt公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の 導 入 に関す るDBPの 予備 研 究"と い うタ

イ トル で,以 前 に発行 さ れた 冊 子 の 中 に含 まれ てい る情報 が,こ の 小 冊 子 の な

か で は,更 に拡 げ られ,よ り現 状 に即 した もの とな ってい る。

ユ ー ザ ーや メー カー が公 衆 デー タ ・パ ン ッ ト交 換 網 を導 入 し ょ うとす るDB

Pの 計 画 を,原 則 的 に歓 迎 し ょ うとす る積 極 的 な姿 勢が は っ き り うか が え る よ

うな議 論 が,延 々 と展 開 され てい る。

この小 冊 子 の 中に含 まれ てい る調 査 研 究 は,ま た,こ れ か らで て く るユ ー ザ

ー に対 して は ,で き るだ け早 い 時 期 に こ の網 と接続 す る際 に発 生 す る問 題 点 を

知 らせ る と ともに,関 連 の メー カー に対 して は,必 要な準 備 をす るた め に十 分

な余 裕 を与 え る こ とを 意 図 した もの で あ る。 計 画 に 関す るデ ィスカ ッ シ ・ンは

今 後 の規 制 に影 響 を 与 え る幅 広 い機 会 を 提供 す るで あろ う。

この小 冊 子 の 中 に含 まれ る 資 料 は,DBPを 法 律 的 に規制 し よ うとす る も

の で は ない6

細 部 に亘 り的確 な 枠 を作 る こ とにお い て は,利 用 に関す る必 要 な法 律 的 規 制

に従 うこ と にな るで あ ろ う。

囲 い つ れ に して も,パ ケ ッ ト交 換 デ ー タ ・サ ー ビス の導 入 は 既 に決 定 済

み の こ とで あ る。
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0序 論

0.1メ ー カ ー と ユ ー ザ ー が 早 期 に 協 力 す る こ と に 対 す るDBPの 要 望

DBPは 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の イ ン プ リ メ ン テ イ シ ・ ン を 考 え て

い る 。DBPは こ の 分 野 の ユ ー ザ ー と メ ー カ ー が 早 い 段 階 に 協 力 す る こ と を

要 望 す る 。 そ し て1そ の た め に1980～1982年 に か け て ・ 具 体 的 な ア プ リ ケ

イ シ ・ ン に 興 味 を 持 つ あ ら ゆ る 団 体 は 下 記 の 事 務 所 に 連 絡 を い た だ く よ う要

望 す る 。

FernmeldetechnisehesEentralant

ReferatfurDateldienste

Postfack5000

D-6100Darmstadt

Te10615183-4050

42750r83-1

次 項 で は近 く提 供 さ れ る予 定 のサ ー ビス料 金 の モデ ル,イ ン プ リメ ン テ イ

シ ョンの 予定 期 日 につい て のDBPの 考 え方 にふ れ てい る。利 用 に関 す る法

律 面 で の必 要 な規 制 は,1979年 の初 め に完成 す る予 定 に な ってい る。DBP

に よ って進 め られ てい る研 究 は,全 国 的な サ ー ビスを導 入 す るた め事 前 に必

要 と され るあ らゆ る細 部事 項 を,早 期 に は っ き りとさせ る こ とを 意図 した も

の で あ る。
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1.総 論

1.1提 供 され るデ ー タ通 信 サ ー ビス の範 囲 の拡 張

遠 隔 情報 処 理 の分 野 で満 た され るべ き需要 の急 激 な変 化 と,ア プ リケイ シ

・ンの 急速 な増 加 に伴 っ て,DBPに よ って提 供 さ れ てい る公 衆 デ ー タ通信

サ ー ビス は,そ の範 囲を 拡 張せ ざ るを得 な くな ってい る。 このサ ー ビス に関

して発 生 した需 要 だ けで な く,DBP自 身 の要求 も,公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト

交 換網 に ょ って お おむ ね充 足 され るはず で あ る。 そ の うえ,こ の ネ ッ トワー

ク によ って メ ッセ ー ジ交 換 や デー タ蓄積 のた め のサ ー ビスを,さ ら に イ ン プ

リメ ンテ イ シ ョ ンす る こ とが可 能 とな る。

1.2デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 の ベ ー シ ッ ク な 意 味

デ ー タ の 交 換 の た め に 提 供 さ れ て い る さ ま ざ ま な 技 術 的 シ ス テ ム の うち,

"パ ケ
ッ ト交 換"は デ ー タ 網 を オ ペ レ イ トす る た め の 手 段 の ひ と つ と 考 え ら

れ て い る 。 い わ ゆ るt`サ ー キ ッ ト交 換"網 と は 異 な り,こ の シ ス テ ム は 送 受

信 ス ラ イ シ ・ ン 間 を 直 接 結 ぶ の で は な く,さ ま ざ ま な レベ ル で,デ ー タ の 交

換 を す るtt論 理 回 線"を 前 提 と し て い る 。 こ れ ら の 回 線 は,2っ の デ ー タ ・ス

テ イ シ ョ ン 間 を 固 定 し て 接 続 す る た め の'ψ パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・

サ ー キ ッ ト"(恒 久 的 な 仮 想 回 路)と し て 利 用 さ れ る か,あ る い は,任 意 の

時 に デ ー タ 交 換 が で き る"ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル"と し て 利 用 さ れ る か の

どち らか で あ る。 後 者 の 場合 は,パ ケッ 日淘と定 義 され た フ ォー ムで 接 続 さ れ,

そ の パ ケ ッ トは行 先 ア ドレスや コ ン ト・一 ル情 報 を含 み,網 を通 して伝 送 さ

臼〕 パ ケ ッ トは ひ とつ の デ ー タ ・フ ィ ー ル ド ・コ ン プ ラ イ ジ ン グ(た と え ば,オ ー ガ ニ ゼ イ

シ ョナ ル ・デ ー タ ーの128オ ク テ ッ トや い くつ か の 追 加 オ ク テ ッ ト)か ら構 成 さ れ て い る。
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れ る 。

デ ー タ の伝 送 は プ ロ トコル の階 層 の助 けを か りて行 なわ れ る。

ア ドレスの マ ルチ 化 に よ り,複 数 回線 に よ る アクセ スが 可 能 とな る。 い く

つ か の論 理 回線 が 一 本 の加 入 回 線 に設 定 さ れ る。 い わ ゆ る デー タ グ ラム と呼

ばれ る手 段 に よ るデ ータ伝 送 も可 能 で あ る。 しか し,そ れ は この サ ー ビスが

開始 され る時 には まだ 実用 化 され てい ない だ ろ う。

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 は プPト コル(2.3項 参 照)の 助 けを借 りて,

デー タ伝 送 を 画一 的 に調整 す るイ ンタ フ ェイ スの設 備 を 持 ってい る。

パ ケ ッ ト方 式 で オ ペ レー トさ れ,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 に接 続 され るデ

ー タ端 末 設 備(DTE)はX .25イ ンタ フェイ ス(2.3項 と8章 参 照)の 定 め

る条件 に適 合 しな け れ ばな らな い。 従 来 の プ ロセデ ュア とイ ンタ フ ェイ スを

利 用 して い る普 通 のDTEは,パ ケ ッ トア ッセ ンブ リ/デ ィス ア ッセ ン ブ リ

設 備(PAD)を 経 由 して,標 準 の フォー ム で パ ケ ッ ト交 換 網 に ア クセ スで

き る よ うにな る。"PAD"と 略 称 され て い る この設 備 は伝 送 速 度や 一 定 の

プPセ デ ュ ァ に適 合 させ る機 能 を 持 ってお り,X.25イ ンタ フェイ スに合 致 し

た パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 通 信 を で き るよ うにす る。

種 々の特 殊 機 能 につ い て は 以下 の各車 で 詳 細 に述 べ る こ と とす る。

図1は グ ァー チ ュ ァル ・コー ルand/orパ ー マ ネ ン ト・ヴァーチ ユアル ・

サ ー キ ッ トのた め の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の構 成 の 代表 的 な例 を 簡単 に

図 示 した もので あ る。
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図1ヴ ァ ー チ ユ ァ ル ・ コ ー ルand/orパ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ユ ア ル ・

サ ー キ ッ トのた め の デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の代 表例 の略 図

デー タ処 理 シス テム

ホス ト・コ ン ピュー タ

ひ

.■
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・000
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1.3デ ータ ・パ ケ ッ ト交換 の可 能 性

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に よっ て パ ケ ッ ト方式 の ス テ イ シ ・ン,又 は デー

タ処 理 システ ム を持 つ加 入 者 は,情 報 を 交換 す る こ とが 可 能 とな る。 キ ャ ラ

ク タ方 式 のデ ー タ ・ステ イ シ ・ンもPADを 介 して デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網

に ア クセ スで き る。 伝 送方 式 は デー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 の プ ・ トコル(プ ロ

セ デ ュ ァ)に ょ って決 定 さ れ る。

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス は次 の よ うな特 殊 機 能 を持 っ てい る。

一 デー タ伝 送 の分 野 で 標 準化 され た プ ・ トコル に よる加 入者 ス テ イ シ ・ン

内 の相互 接 続 の拡 張

一 国 際 的 な合 意 に合 致 した 網 に よ りス ピー ド変 換 を行 う50b/s～48 ,000

b/sか らな る伝 送 速 度

－PADを 介 して接続 さ れ る コー ル用 の追加 の伝 送 速度 と プ ロセデ ュァの

変 換

一 網 の 中に おい て機 密 保 護 機能 を もつ 伝送 手段

－X .25イ ンタ フェイスを使 って マ ルチ 回線 ア クセ スす るた め の一 本 の加 入

者 線 のマ ル チ利用

一 デ ー タ処 理 シス テ ム ・ポ ー ト(デ ー タ入 出力 口)の 節 約

一 イ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト ・プ ロセ デ ュ アの互 換性 を もった コン ピ ュー

タ

ー 他 の公 衆 交 換網 との接続 の可 能 性

一 網 の 提供 者 お よび ユ ーザ ー に よ り設備 を適 正 に利 用 す る こ とに よって生

れ る経 済 的効 用

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 の パ ケ ッ ト方 式 ステ ィ シ ・ンを接 続 す る可 能 性 と

い うものが ベ ー シ ックな サ ー ビス と考 え てさ しつか えない 。

他 の公 衆 網 か ら(も し可 能 な らば 他 の公 衆 網 へ)ア ク セ スす るこ と,お よ

び 非 パ ケ ッ ト方式 の端 末 を 含 む デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン ・ス テ イ シ
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・ ン へ の 接 続 を 適 合 さ せ る こ と に よ っ て,提 供 さ れ る サ ー ビ ス が"付 加"さ

れ る 可 能 性 が 残 さ れ て い る 。

外 国 の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網,例 え ばTranspac(仏),PSS(英),

Telenet(米),Tymnet(米),Datapac(加),あ るい はEuronetの ご と き

国 際 的 な デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 と 接 続 す る こ と が 予 定 さ れ て い る 。

図2は 公 衆 デ ー タ 通 信 パ ケ ッ ト交 換 網 と そ の 他 公 衆 網 と の 相 互 接 続 を 示 し

た も の で あ るo

図2公 衆 データ ・パ ケット交 換 網 とその他 の公衆 網 との相 互 接続
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1.4料 金 モデ ル の 骨 ぐみ

"事 前 の調査 研 究"に ょ
って作 られ た料 金 モ デル で は次 の よ うな料金 がベ

ー スに され てい る。

一 月額 基 本 料金(マ ル チ ・ア クセ ス等 の付 加 料金 も含 む)

一 トラ ヒ ック料金

一 継 続 料 金(durationcharge)

一 ヴォ リュー ム料金

一 そ の他 の料 金

一 ア ク セ ス料 金

－PAD料 金

一 臨 時 ユー ザ用 設 備 の付加 料 金

トラ ピ ック料金 は距 離 無 関係 で あ る。 料 金 要 素 や そ の他 の特 殊 事 項 は6章

参 照 の こ と。

1.5デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 の分 野 でDBPが これ まで続 けて き た活 動

1977年 以 来,DBPは ド イ ツ の 加 入 者 と ア メ リ カ のTymnetやTelenet

の 加 入 者 と の 間 で デ ー タ 通 信 が で き る よ う に す る た め に,フ ラ ン ク フ ル トで

パ ケ ッ ト方 式 の デ ー タ 交 換 セ ン タ ー を オ ペ レ ー ト し 続 け て き た 。

1975年 以 来,DBPは デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 で あ るEuronetを 建 設 す

る た め のECの メ ン バ ー で あ っ た 。 こ のEuronetは1979年 の 中 頃 に サ ー ビ

ス を 開 始 し,EC諸 国 の 加 入 者 が デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス で き る よ う計 画 さ

れ て い る 。

技 術 的,科 学 的 な 研 究 に 参 加 し て い る ユ ー ザ ー ・グ ル ー プ の た め に,DBP

は ベ ル リ ン に デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網(BERNET)を 用 意 し て お り,1978年

の 終 り に は サ ー ビ ス 開 始 す る 予 定 に な っ て い る 。
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2.公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 を通 して 行 な うエ ン ド・ユ ーザ ー

の通 信

2.1相 互 接 続性(互 換 性)

デー タ ・パ ケ7ト 交 換 の も っ と もきわ だ った特 徴 のひ とつ は,網 の ノー ド

で パ ケ ッ トを バ ッ八 一す る こ と によ って,メ ッセ ー ジが 通 り抜 け る前 に,そ

の メ ッセ ー ジの 準備 が で き る とい うこ とで あ る。 メ ッセー ジの準 備 は,少 く

とも コ ン ト・一 ル情 報 に関 す る限 り,リ ンク ・ア クセ ス ・プ ロセ デ ュアの部

分 を 構成 す る。 それ 故 に,異 な るエ ン ド・ユ ー ザ ー(デ ー タ ・ス テ イ シ・ン,

デー タ処 理 シス テ ム)間 の相 互 接続 を増 加 させ るた め に,上 記 の特 徴 を開 発

し よ うとい うアイ デ アが 自つ と生 れ て くる。 公 衆 デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 は

一 コー デ ィ ング(コ ン トロー ル とユー ザー の デー タ)

一 伝送 速 度

一 リンク ・ア クセ ス/プ ロセ デ ュァ

とい った機 能 に よ り,相 互 接 続 の問 題 に対 して基 本 的な 解 決 策 を提 供 す る。

種 々の伝 送 速度 を と り入 れ てい るた め に,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 の場合,

大 きな障 碍 は ない ので,コ ー ドの適 用 は プ ロセ デ ュァを適 用 す る際 に,網 と

DTE間 の シ グナ ル に関 す る限 り,ま ず,問 題 は お こらない 。 デー タ ・パ ケ

ッ ト交 換 の た め に,さ まざ まな タ イ プのDTEを 適 用 す る こ とが,追 加サ ー

ビス の枠 の 中 で,DBPに ょ っ て計 画 され てい る。"プ ロ トコル"の 問題 は

パ ケ ッ ト交 換 の研 究 の 中 で重 要 な役 割 を 果た す の で ,以 下 で 更 に詳細 に述 べ

る こ と とす る。

2.2プ ロ トコル に関 して 守 るべ き原 則

一 番 適確 に理 解 を得 るた め に
,デ ー タ通信 サ ー キ ッ ト端末 設 備 で接 続 さ れ

てい るふ た つ のエ ン ド ・ユ ー ザー 間 の通 信 は,数 多 くの合 意 を必 要 とす る。
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こ の よ う な 合 意 な い し はttプ ロ ト コ ル"は2つ の ク ラ ス に 分 類 さ れ る 。

A伝 送 プ ロ ト コ ル

B伝 送 シ ス テ ム の 中 の ユ ー ザ ー の プ ・ ト コ ル

(ハ イ ・ レベ ル ・ プ ロ ト コ ル)

例 え ば,伝 送 プ ・ ト コ ル は 次 の よ う に 細 分 で き る 。

1.DTEと デ ー タ ・サ ー キ ッ ト端 末 設 備(X.21レ ベ ル) .間 を 結 ぶ 加 入 回 線

に 関 す る シ グ ナ ル 交 換 の タ イ プ

2.イ ン タ フ ェ イ ス(HDLCレ ベ ル)を 介 し た デ ー タ 交 換 の フ ォ ー マ ッ ト と

フ ロ セ ア ユ ア

3.イ ン タ フ ェ イ ス(パ ケ ッ ト ・ レ ベ ル)を 介 し た 高 級 フ ォ ー マ ッ ト と 網 コ

ン ト ロ ー ル

4.エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ド の 伝 送 コ ン ト ロ ー ル

ハ イ レベ ル の プ ロ ト コ ル は 伝 送 プ ロ ト コ ル を 前 提 と し て お り,以 下 の コ

ン ト ロ ー ノレをtiiLな う0

5.セ ッ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル

6.プ レ ゼ ン テ イ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル/デ ィ バ イ ス ・ ア ダ プ シ ョ ン

7.'プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル

上 記 の ご と き1～7の プ ロ ト コ ル ・ レベ ル の 区 分 は 絶 対 的 な も の で は な い 。

原 則 と し て,1978年2月 にISOに よ っ て 開 発 さ れ た ア ー キ テ ク チ ャ の モ デ ル

の 原 案(8章 参 照)に 適 合 さ せ た も の で あ る 。 し か し な が ら,通 常,任 意 の

エ ン ドユ ー ザ ー 間 の 相 互 接 続 は プ ロ ト コ ル の 階 層 を 正 確 に は っ き り と 区 分 す

る こ と に よ っ て の み 可 能 で あ る と い わ れ て い る 。

最 後 に,階 層 レ ベ ル は お 互 に(別 々 の ハ ー ドウ ェ アand/orソ フ トウ ェ ア

機 能 に つ い て)独 自 に 設 計 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 デ ー タ ・ リ ン ク の 端

末 点 で 合 致 す る プ ロ ト コ ル ・ レ ベ ル の イ ン タ フ ェ イ ス は 正 確 な 標 準 と一 致 し

て い な け れ ば な ら な い 。 ふ た つ の 連 続 し た プ ロ ト コ ル ・ レ ベ ル 間 の 機 能 上 の

プ ロ セ ス は,こ の 標 準 に ょ っ て カ バ ー は さ れ て い て も,定 め ら れ た 規 制 に は
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従 うこ とに な る。

内部 構成(ア ッセ ン ブ ラー/コ ボ ル/… …)と は無 関係 に,例 え ば,ア プ

リケ イ シ ・ン ・プ ログ ラムは いか な る端末 デ・ミイス(無 線 デ イ プ レイ装 置/

プ リンタ/… …)と も接続 が可 能 で な け れ ば な らない。

この必 要 条 件 は,た とえさ まざ まな タ イ プの端末 デバ イ スが,異 な る リン

ク ・ア クセ ス ・プロセ デ ュ ァ(キ ャ ラクー ・オ リエ ンテ ッ ドで も ビッ ト ・オ

リエ ンテ ッ ドで も)を 利用 し よ うとも,充 足 され なけれ ば な らない 。

レベ ル/レ イ ヤー の階 層 に ょっ て特 徴づ け られ てい る この アー キ テ クチ ャ

の モデ ル は,し ば しぽ"シ ェル(貝 が ら)一モデル"と 呼 ばれ てい る。 そ れ は

個 々の プ ・ トコル ・レベ ル が お互 に二重 に焼 きつけ られ た数 多 くの球 形 の シ

ェル と考 え られ てい るか らで あ る。 次 の図 か ら同 じ よ うな シ ェルが お 互 に結

び つい てい る こ とを 容 易 に理 解 で き る。

図3デ ー タ 通 信 プPト コ ル

A

T
X.25で 定め

られた範囲

⊥

<一 ー ーーー プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル ーー ーーーレ

ー プ レ ゼ ン テ イ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル ー

←一ーーー セ ッ シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル ー 一 一 →

エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ド コ ン ト ロ ー ル

ト ラ ン ス ポ ー ト ・コ ン ト ロー ル →

パ ケ ッ ト

レベ ノレ

DLC
レヘ ノレ

X.21☆

"オ ー プ ン ・ シ ス テ ム"と し てISOの ア ー キ テ ク チ ュ ア の

モ デ ル を 前 提 に し た デ ー タ ・ プ ロ ト コ ル の 階 層 の 概 略 図
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2.3DBPの デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に お け るプ ロ トコル ・レベ ル

個 々の レベ ル の機 能 につ い て詳 細 に述 べ る こ とは,こ の小 冊子 で は 困難 で

あ る。 しか しな が ら,現 在,国 内 お よび 国際 の標 準化 委 員会("オ ー プ ン ・

シス テ ム")に よっ て議 論 され てい る上 記 モ デ ル の3つ の よ り低 い レベ ル に

っい て のみい えば,現 在 のCCITT勧 告 のX.25に 適 合 してい る,と い うこ

とを言 及 し てお く必 要 が あ る。 この こ とは,こ こしば ら くX・25イ ンタ フェイ

スを持 った 網 の機 能 は,伝 送 機 能 に限 られ る とい うこ とを 意 味 してい る。 し

か しな が ら,DBPはCCITT勧 告X3,X.28,X.29と も合 致 した 適 用 機

能 を 提供 す る計 画 を持 って い る。 この 問題 は次 の章 で も簡 単 にふ れ る こ と と

す る。

こ うして,X.25イ ンタ フェイス を持 つ デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に ょっ て,

ユー ザ ー は レベ ル1か ら3ま で と相 互 接 続 が で き る。 例 えば,X.25イ ンタ フ

ェイ ス を持 ったDTEは,X.25イ ンタ フェイス を利用 してい る他 のDTEと

デ ー タ の交 換 が で き る。 しか しな が ら,ユ ー ザ ー 自身 は デー タ の エ ン ド ・ツ

ー ・エ ン ドの コン トロー ル とデバ イ スや プ ロセ ス機 能 の適 用 に対 す る責 任 を

負 わ さ れ る。

2.4プ ロ トコル の 適 用

スタ ー ト/ス トップ もし くは 同期 方 式 で オ ペ レー トしてい る旧式 のDTE

を,そ の網 に アクセ スで き る よ うにす るた め に も,DBPは 適 用 の機 能 を 導

入 しょ うと意 図 してい る。 この 目的 のた め に(ス ター ト/ス ト ップ 方 式 設

備 に とっ て)CCITT勧 告X.3,X.29は 十 分 ふ さわ しい もので あ る。 そ の

勧 告 に は,パ ケ ッ ト ・ア ッセ ンブ リ/デ ィス ア ッ セ ン ブ リ設備(PAD)

につい て,ま た そ のPADと デ ー タ ・ステ イ シ ・ンの相互 間やPADと プ ロ

セ ッサ相 互 間 の接続 につ い て詳 細 に記 述 して あ る。 ここ に書 かれ てい る標 準

で は スタ ー ト/ス トッ プ設備 をX.25イ ンタ フェイ スを利 用 してい る ネ ッ トワ

ー22一

`



●

●

一 ク に接続 す る こ とを認 め てい る(図4 .も参 照)。DBPは 同期 のDTEを

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接続 す るた め の設備 も提供 し よ うと考 えて い る。

X・25の メ イ ン ・ス テ イ シ ・ン を介 す るパ ケッ ト方 式 のDTE用 の一 部 の設 備

は,非 パ ケ ッ ト方 式 のDTEがPADを 介 して ア クセ ス してい る時 には イ ン

プ リメ ン トす る こ とが で きない 。

図4イ ン タ フ ェ イ ス と プ ロ ト コ ル 標 準 の ア ー キ テ ク チ ャ

DTEl

　 　 　 の へ の

!'一 、 ～ 、/
、

//,デ ー・ ・パケ・ ・交換図'、
/

DTE2X
.75

1-x.25t、-1＼.

1-X・25Tレ1

＼ ノ
、,!

、 、一,'、
、'ヘ ノ

、 ～ 、 一 一"

___～ 一___一'一 ー 一一 一一 、 、
'一 .'、)

,/・A… 。てプ・セデ。アを ノ

ノ 適用 したデータ ・パケ ット交換網/!
ノ'

/!

!ノ

lx .3!!

・・E・x・24、/

1・,AD1、DTE・

'

∫

、

、

、

i-x.zs

,

ノ

lffx.z5－

X.Zg
lt

{'、
、 ノ

、,"
、,'一、

、 ・→、___,'1

DTEデ ータ端末設備

PADパ ケットアセンブリ/デ イスアセン1り 設備

一23一



3.提 供 され るサ ー ビス の概 念

3.1総 論

DBPに よる デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の導入 は,デ ー タ通 信 の ア プ

リケ イ シ ・ンに新 しい分 野 を開拓 し,異 な るタ イ プのDTE間 に今 日存 在 す

る非接 続性 のい くつ か を 除去 す る役 割 を果 た す も ので あ る。

これ らの 目的 を達成 す るた め に,DBPは デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 を 介 し

て 提供 され るベ ー シ ックな サ ー ビス と付 加 的 なサ ー ビスを提 供 す る予 定 で あ

る。 これ らの付加 サ ー ビスはPADに よって イ ン プ リメ ン トされ るで あろ う。

計 画 され てい るベ ー シ ックなサ ー ビス は,CCITT勧 告X.25に 述 べられ

てい る最 初 の3つ の伝 送 プ ・ トコル ・レベ ル を含 む 予 定 で あ る。 そ の プ ・ ト

コル ・レベ ルは,こ のサ ー ビスを 国 際 間で 接続 す るた め の ベ ー ス にな る。 前

述 の勧 告 は,パ ケ ッ ト方 式 のDTEの た め に出 さ れた もの で あ る。

X.25イ ンタ フェイ スを持 た な い 非パ ケッ ト方 式 のDTEの 接続 のた め に,

CCITTはX.28とX.29の 勧 告 を 出 してい る。そ の勧 告 に よって,あ るタ イ

プの キ ャ ラ クタ方 式 のDTEは パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 相 互 通信 が 可 能 にな

る。 勧 告X.25に 詳細 に述 べ られ てい るサー ビスは,そ の網 が サ ー ビス開 始 す

る時 に,ベ ー シ ックな サ ー ビス として提 供 され る予 定 で あ る。 付加 サ ー ビス

はCCITT勧 告 のX.28'とX.29に 適合 した もの とな る こ とは 間違 い ない 。

勧 告X・3と 合 致 したPAD設 備 が,適 合 のた め に使 用 され るで あ ろ う。 さ ら

に進 ん だ適 合 機 能 をい か に イ ン プ リメ ン トす るか の方 法 と,そ れ らをい つ導

入 す るか の計 画 は,需 要 のい か ん にか か っ てい る。DBPは 潜在 的 な ユ ー ザ

ー と密 接 に連 絡 を と りた い と望 んで お り,こ れ らユ ー ザ ー の将来 に おけ る需

要 を 十分 理 解 し,適 切 な解 決 策 を提 供 で きる よ うに,こ れ らの サ ー ビスを処

理 す るた め の標 準委 員 会 の 中で,活 発 に働 らきか け るつ も りで あ る。
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表1公 衆 データパケ ッ ト交換網 の諸設備
、

設 備

DTE

伝 送 速 度

ビッ ト/秒

同 期 化 方 式 プ ロ トコル デ ー タ 分 野

「

注

1 2 3 4 5 6

民
泣

ー
本
"
へ
、

ー
マ

X・25イ ンタ フ ェ イ ス を

持 つ メ イ ン ス テ イ シ ョ ン
2400 同 期 X.25

〔〃ith

I武PB

Cζ29)+

4800 同 期

9600 同 期

48000

同 期 初期には地域的に制限あり

咲
泣

ー
も

畏
尊

PADを 介 し て 他 の イ ン タ フ

ェ イ ス を 持 つ メ イ ン ス テ イ シ

ョ ン

且 ○-300 非 同 期

X.28

(X.29>←
ある異種コー ドに転換を

計 画 中

1200 非 同 期 ア ナ ロ グ

X.28

(X.29)◆

公 衆 交 換 網 か らPADを

介 し て の ア ク セ ス
,

"

50
`

非 同 』 期

詳細未定

1口ANo.2

テ レック ス網 を介 して の ア クセス

110-300 非 同 期

X.28

(X.29)◆

DIN6603/

IANn5の

ヴァー ジ ョンを修 正

電話網とDATEX網 を介してのアクセス

1200 非 同 期

ア ナロ グ

{ll!9)・

公衆電話網を介してのアクセス

上 記 以 上 の 高 速

,

同 期 DIN66019

の検討終了

まで詳細未

定

ある異種 コー ドに転換を

計画中

公衆電話網とDATEX網 を介 しての

アクセス

1

+PADを 介して接続されパケッ ト方式のDTE専 用

++今 後ユー ザとの合意の上で詳細を定め る



3.2サ ー ビ ス の 範 囲

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 内 で発 生 す る コー ル,な い しは交 換 網 へ の コール

で想 定 され る流 れ を以 下 に示 す。

＼ 発信DTE

着信DTE＼
DTEW DTEX .25 DTEPAD

DTEw / ○

DTEx.25 ● ● ●

DTEPAD / ●

辺 計 画 な し

● 網 の サ ー ビ ス 開 始 時 に イ ン プ リ メ ン トの 予 定

○ 若 干 遅 れ て イ ン プ リメ ン トの 予 定

DTEW:電 話 又 はdatex網 を 介 し て,ま たPADを 介 し て

ダ イ ヤ ル ・ ア ク セ ス で き るDTE

DTEx.25:デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網(X.25)の メ イ ン ・ス テ イ

シ ョ ン に あ るDTE

DTEPAD:PADを 介 し て デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン

ス テ イ シ ョ ン に あ るDTE

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 で 提供 され るサ ー ビスにつ い て は,次 の2つ の設

備 を はっ き りと区別 しな けれ ば な らない。 即 ち,

一 ス テ イ シ ョンが 設 置さ れ る と きに
,そ れ と合 わ せ て作 られ る設備 と,

一 コー ル設 定(setup)の 場合 に必 要 とされ る設備

4

3.2.1ス テ イ シ ・ ン が 設 備 さ れ る と き に,そ れ と合 わ せ て 作 ら れ る 設 備

3.2.1.1ヴ ァ ー チ ュ ァ ル 〔 コ ー ル

ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル は 次 の3つ の 側 面 に 特 徴 が あ る 。

一 コ ー ル 設 定 の 側 面
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ttコ ー ル ・ リ ク エ ス ト"の パ ケ ッ トの 中 に含 まれ る発 信DTEと 着 信DT

Eの ア ド レ ス の 助 け を か り て,論 理 的 な 接 続 を 行 な え る よ う に す る 。

一 デ ー タ 転 送 の 側 面

DTEに よ っ て 送 ら れ る デ ー タ は,論 理 的 な 接 続 を 通 し て パ ケ ッ トで

伝 送 さ れ る 。

一 コ ー ル の 接 続 解 除 の 側 面

DTEは"コ ー ル ・ リ ク エ ス ト"パ グ ッ ト に よ っ て 論 理 的 な 接 続 を 解

除 す る こ と が で き る 。

3.2.1.2パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ ト

パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ トは 次 の よ う な 特 徴 を 持 っ て

い る。

一 そ れ は ト ラ フ ィ ソ ク と の 関 係 で 恒 久 的 に 割 り 当 て ら れ る
。

一 コ ー ル 設 定 と か コ ー ル の 解 除 と い う側 面 は 全 然 な い
。

一 デ ー タ 伝 送 の 側 面 は ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル の 側 面 と 一 致 す る 。

3.2.1.3マ ル チ ・ ア ク セ ス

論 理 的 に は,勧 告X.25に ょ っ て,ひ とつ の ス テ イ シ ョ ン に よ っ て 形 成 さ

れ る 独 立 の 論 理 回 線 は4096本 ま で 認 め ら れ て い る 。 こ の ス4テ イ シ ョ ン と し

て 選 べ る 伝 送 速 度 の 範 囲 内 で,ユ ー ザ ー は あ る 制 限 ま で は 回 線 の 数 を 自 由

に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合,回 線 数 は 同 時 に 発 生 す る ト ラ ピ ッ

ク と の 関 係 で 必 要 と さ れ る 数 に ょ っ て 定 め ら れ る と 同 時 に,'ト ラ ヒ ッ ク の

量 と タ イ ミ ン グ の よ い 配 分 と に よ っ で も 定 め ら れ る 。 設 定 さ れ る べ き 回 線

数 の トー タ ル が い わ ゆ る 回 線 の ナ ン バ ー リ ン グ 計 画 で あ る 。 そ れ は イ ン カ

ミ ン グ 用 と ア ウ トカ ミ ン グ 用 に 分 割 す る こ と が で き る 。

な お,ど れ が パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・サ ー キ ッ ト と し て 利 用 さ

れ,ど れ が ヴ ァ ー ヂ ュ ァ ル ・ コ ー ル 用 と し て 利 用 さ れ る か を 事 前 に 定 め て

お く必 要 が あ る 。

3.2.1.4着 信 呼 に 対 す る 着 信 人 払 い の 料 金 の 受 領
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この設 備 が ひ とつ の ス テ イ シ ョンに 固定 して割 り当 て られ てい る とい う

こ とは,そ の設備 を保 有 してい る人 が 発 信 者 の請 求 で着 信 呼 に対 して トラ

ピ ック料金 を 徴収 す る こ とを意 味 してい る。 この設備 がな け れ ば,着 信 人

払 い を 要 求 す る コール は事 前 に通 話 先 へ の交 換 を 拒否 され る こ とにな る。

3.2.1.5ユ ー ザ ー の閉 鎖 グル ー プ

ステ イ シ ョンは い くつ で も閉鎖 的 な ユ ー ザー ・グルー プを形 づ くるよ う

に コ ンバ イ ンす る こ とが で き る。 同 じユ ーザ ー ・グルー プの ステ イ シ ョン

は・ 同 じ グル ー プに属 し てい る ステ イ シ ョンに よっ ての み ,直 接,結 ばれ

る。 そ れ ぞ れ の グルー プ内 で,他 の グ ルー プの ス テ イ シ ョンに ア クセ ス の

で き る ステ イ シ ョン と,で きな い ス テ イ シ ョン とを 区別 してお く必 要 が あ

る。

3.2.2コ ー ル の 設 定 面 で 必 要 と さ れ る 設 備

3.2.2.1着 信 ス テ イ シ ョ ン に よ っ て 着 信 人 払 い 料 金 を 受 領 し ょ う と す る 請 求

着 信 ス テ ィ シ ・ ン が 発 信 ス テ ィ シ ・ ン の ト ラ ピ ッ ク 料 金 を 受 領 す る 設 備

を 備 え て い る 時 に 限 り こ の 設 備 を 必 要 と す る コ ー ル は 発 信 さ れ る 。 こ の 設

備 が な い 時 は そ の コ ー ル の 要 求 は 拒 否 さ れ る 。

3.2.2.2呼 の 流 れ の コ ン ト ロ ー ル

連 続 番 号 を 送 るWコ ン セ ク テ ィ ブ ・パ ケ ッ ト の 注 文 セ ッ トの ご と く,D

TEと 論 理 回 線 の デ ー タ ・サ ー キ ッ ト端 末 設 備 相 互 間 の イ ン タ フ ェ イ ス で
,

そ れ ぞ れ の 伝 送 方 向 の"通 路(window)"を は っ き り と き め る 可 能 性 が 考

え ら れ る 。 こ れ ら の 連 続 番 号 を 送 ら れ る パ ケ ッ トは,イ ン タ フ ェ イ ス を ク

・ ス す る よ う に オ ー ソ ラ イ ズ さ れ て い る 。 ヴ ァ リュ ーWは7(も し くは127)

を 越 え る こ と は で き な い 。 こ の 設 備 の 導 入 予 定 期 日 は 未 定 で あ る 。

3.2.2.3ス ル ー プ ッ ト ・ ク ラ ス

勧 告X.25の 中 で 述 べ ら れ て い る こ の 設 備 は,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の

中 に 導 入 さ れ る よ う 意 図 さ れ て い る 。 そ の 設 備 は ス ル ー プ ッ ト ・ク ラ ス の
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2のn乗(nは1～16)の レベ ル に特 定 す る よ う計 画 され て お り,ビ ッ ト

/秒 内 の ひ とつ の スル ー プッ トは今 後 定 め ね ば な らない ことに な っ てい る

一 定 の期 間 を越 え る統 計 的 な ミー ン ・バ リ ュー ご とにひ とつ の論 理 回 線 を

割 り当 て る こ とが で きる。 ス ルー プ ッ ト ・ク ラスは トラ ピック関係 のい ず

れ の方 向 に もお 互 に独 立 して 固定 す る こ とが で き る。 保 証 さ れ る ヴァ リュ

ー は 目下 ,検 討 中で あ る。

こ の設備 の導 入 時 期 は まだ 固 まっ てい な い。

3.3交 換 セ ン タ ーの 数

交 換 セ ンタ ー の数 とそ の他 の ネ ッ トワー クの ノー ドの数 は,予 想 され る ト

ラフ ィ ック量 に よって 決定 され る。 シス テ ム の構成 要 素(モ ジ ュー ル)の 設

計 は,ト ラ ヒ ックの増 加 に適 応 で き る よ うに し てい る。 つ ま り,デ ー タ ・パ

ケ ッ ト交 換 網 へ の接 続 のた め,あ るい は,そ の他 の公衆 網 か らそ の網 へ の ア

ク セ スのた め の ア プ リケ イ シ ョンは,網 の サ ー ビス に組 み こ まれ た 後 に フ ァ

イ ル され,簡 単 な 通知 で適 応 で き る よ うにな る。

3.3.2導 入 の 時 期

この網 は1980年 にサ ー ビス開 始 され る よ う計 画 され てい る。

3.3.3位 置 の設 定(Locations)

公 衆 デー タ ・パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス はDBPの 全 エ リアで提 供 さ れ る。 更

に,Uronetは 勿 論,そ の他 の欧 州 諸 国,ア メ リカ,カ ナ ダの公 衆 デ ー タ網

との相 互 接 続 を で き るだ け早 期 に提 供 す る よ う努 力す るつ も りで あ る。

3.4網 の特 徴

3.4.1サ ー ビ ス の 品 質

サ ー ビ ス 品 質 に 関 す る 数 多 く の パ ラ メ ー タ が,ネ ッ ト ワ ー ク や 接 続 の さ ま
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ざ ま な 特 徴 を 説 明 す る た め に 提 供 さ れ る で あ ろ う。 こ れ ら の パ ラ メ ー タ は 目

下 研 究 中 で あ る 。

お お よ そ の ア イ デ ア を 提 供 す る た め に,い く つ か の ヴ ァ リ ュ ー を 以 下 に 示

す 。

3.4.1.1デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の デ ィ レ イ ・タ イ ム

高
端 末 デ ー タ

ス テ イ シ ョン

一 加入者線 一 一 網 の内部一 ←一加 入者線 一ー

口ー □

交換機

口 囲
デ ー タ ・プ ロセ ッシ ング

シ ス テ ム

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網(発 信 元 の交換 一着 信先 の交 換)の 内 部 にお け

るパ ケ ッ トの デ ィ レイ ・タ イ ムは数 多 くの影 響 を 受 け る し一 定 の範 囲 の 中

で 変 化 す る。100ミ リセ カ ン ドか ら200ミ リセ カ ン ドの範 囲 の ヴァ リュー

に収 め る こ とが 期待 さ れ てい る。

発 信 お よび着 信 ステ イ シ ・ンの 加入 者 線 に よっ て追加 の デ ィ レイが 発生

す る。 この 場合 は,加 入者 線 の伝 送速 度 に よ って厳 し く影 響 を受 け る。 あ

る長 さを 持 つ パ ケ ッ トの デ ィ レイ ・タ イム は,定 め られ た 伝 送速 度 に ょっ

て 計算 す る こ とが で き る。

も し も,ひ とつ の リン クがPADを 介 して,ル ー トにな っ てい るな らば,

デ ィ レイ ・タ イ ムは リン ク ・アク セ ス ・プ ロセ デ ュ ァを適 用 す る もの と し

て計 算 の 中 に入 れ る必 要 が あ る。 別 の交 換 網 か らア クセ スが 行 なわ れ る場

合 には,追 加 のデ ィ レイが 認 め られ なけ れ ば な らな い。 そ の追 加 の デ ィ レ

イ は時 に は数 百 ミリセ カ ン ドのオ ー ダー で も よい し,接 続 さ れ てい る加 入

者 線 の ヴァ リュー に置 きか え て もさ しつ か えない 。

3.4.1.2そ の他 のサ ー ビス品 質 のパ ラメ ー ター

次 の よ うな サ ー ビス品質 の パ ラメー ター を 達 成 し ょ うと意 図 してい る。

一 コー ル の要 求 に対 す る非接 続(rejection)1:1000
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一 レ ベ ル2の 最 終(resultant)ビ ッ ト ・エ ラ ー10-9

効 用,ス ル ー プ ッ ト,コ ー ル ・セ ッ ト ア ッ プ の タ イ ム,パ ケ ッ ト ・エ ラ

ー レ イ ト等 に 関 す る デ ー タ は
,近 い うち に 設 定 さ れ る 予 定 で あ る 。

3.4.2イ ン タ フ ェ イ ス

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に 接 続 さ れ るX.25の メ イ ン ・ス テ イ シ ・ ン の た め

に,CCITT勧 告X.25の 明 細 書 が 適 用 さ れ る で あ ろ う。

3.4.3番 号 計画

近 く発 表 の予 定 で あ る。

3.5網 管 理 と保 守 のプ ロセデ ュア

診 断 を 含 む網 管 理 の主 要 な 問 題 点 は,網 管 理 セ ンター に ょっ て処 理 され る

で あ ろ う。

ユ ー ザ ー の閉 鎖 グル ー プの 中で は ,カ ス トマー 独 自の網 デ ー タ の調 査 を 要

求 す るた め に,特 定 の加 入 者 ステ イ シ ョンか ら,網 管理 セ ンター に ア クセ ス

が行 なわ れ る。

欠 陥 を 報告 す るた め の適 切 な プ ロセ デ ュァが 開発 され,導 入 さ れ る予 定 で

あ る。

個 々の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 にあた り,網 のユ ー ザー に対 して,テ ス ト用

の ス テイ シ ョンを 準備 す る よ う計 画 され て お り,そ の ステ イ シ ョンは 特 に新

しい設備 に よ って発 生 す る問題 点 を,い と も簡単 に解決 で き るで あ ろ う。
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4.ア プ リケ イ シ ョン

4.1提 供 す る サ ービス の範 囲

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 に よって,DBPは デ ー タ通信 のた め の サ ー ビス範

囲 を3つ の方 法 で拡 張 す る。 第1に,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に よっ て接続

が 固定 され てい る公 衆 デ ー タ網 は勿 論 の こ と,現 在 電話 や テ レ ックスや

datex網 で 提供 され てい るの と同 じサー ビスを 提供 す る こ とが 可 能 にな る。

しか も,と りわ け距 離 に無 関係 の新 しい料金 体 系 と,マ ル チ ・ア クセ ス の よ

うな新 しい 興 味 あ る設備 を使 っ て提 供 す る。 第2に,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換

は,さ まざ まな イ ンタ フ ェ イスを 持 つ キ ャ ラクタ方 式 のDTEか らの トラ フ

ィ ッ クに対 し て適 応 で き るサ ー ビスを 提供 す る。第3に,郵 政 当 局(postal

administrations)は 公 衆 デー タ ・パ ケッ ト交 換網 の 中で,融 通 の きか ない

物理 的 レベ ルで は及 び もつ か ない 広 範 な イ ンタ フ ェイ スの 明細 書 を 提供 す る。

こ うして 幅広 い 相互 接 続 が で きるた め の前 提 条 件 を 創 り出 す ので あ る。

4.1.1伝 送 サ ー ビ ス

プ ロ ト コ ル ・ レ ベ ル(2章 参 照)で デ ー タ の 流 れ を 体 系 化 す る こ と に よ っ

て,レ ベ ル1か ら4ま で の 伝 送 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。

レ ベ ル(シ ェ ル(shells),レ イ ヤ ー(leyers)を う ま く 組 み 合 わ せ る こ

と に よ っ て 機 能 的 な 相 互 動 作 が 行 な え る よ う に な る 。1～3の レベ ル に 対 し

て は,既 に 標 準 が 設 定 さ れ て い る(8章 と比 較)。 レベ ル4の 標 準 化 に つ い

て,DBPは 統 一 的 な 標 準 化 が 期 待 で き る と い う比 較 的 は っ き り と し た 見 通

し を 持 っ て い る 。 よ り ハ イ レ ベ ル の プ ロ ト コ ル に つ い て は,本 来DBPの 責

任 に 属 さ な い 。1～3の レ ベ ル の た め の デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の イ ン タ フ

ェ イ ス に 対 す る ベ ー シ ッ ク な 明 細 書 は,CCITTの 勧 告X.25に 概 略 が 定 め

ら れ て い る 。 そ の 明 細 書 が デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の ベ ー シ ッ ク な サ ー ビ ス
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た めの基 礎 とな っ てい る。

4.1.2適 応 サ ー ビス

デ ー タ通信 のた め にDBPが 提 供す るサ ー ビス は,物 理 的 な イ ンタ フ ェ イ

ス(レ ベ ル1)の 明細 書 の規 定 に よっ て今後 ず っ と制 約 を受 け る。 リンク ・

ア クセ ス ・プ ロセ デ ュ ァ等 につい て,今 後更 に ユ ー ザー の同 意 を得 る こ とが

必要 条 件 で あ る。 将 来 に亘 って利 用 され るキ ャ ラ クタ方 式 ない しは ブロック・

オ リエ ンテ ッ ドのDTEは,実 に膨大 な数 の さ まざ まな シス テ ムを形 成 す る

可 能性 を示 し てい る。

パ ケ ッ トの ア ッセ ン ブ リ/デ ィス ア ッセ ン ブ リ設 備 の中 に は,デ ー タ ・パ

ケ ッ ト交 換 網 に ア クセ スす るた め に行 なわ れ たCCITTの 勧 告X.25に 準 拠

した パ ケ ッ ト方 式 で オペ レー トしな いDTEを 持 ってい る もの もあ る。 この

設 備 で は諸 機 能 の適 用 や コ ン・に シ ・ンは行 な えな い。 類似 のDTEグ ル ー

プのた め に,デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 とデー タ の 交 換が で き る よ うな 明細 書

を作 る こ とが で きる。 利 用 され てい る同期 化 の タ イ プは次 の2つ のDTEに

大 別 で き る。

一 スタ ー ト/ス トッ プの設備(非 同 期)

一 同 期 の設 備

プ ロセデ ュア の タ イ プの違 い に加 え て,利 用 す る伝送 速 度,イ ンタ フ ェ イ

ス の デザ イ ン,網 の形状 も分 類 の 目安 とな る。

デ ータ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に対 す る300b/Sス タ ー ト/ス トッフ.●デ ィバ イス

の ア クセ ズは,CCITTの 勧 告X.28に ょって 規 制 され て い る。 これ と関

連 の あ る明細 書 が,そ の他 の グル ー プの設備 に も適 用 され るべ きで あ る。 こ

の た め には,DIN66019に 適 応 す るベ イ シック な方 式 の伝 送 システ ム を考 慮

しな けれ ば な らない 。 一 番 最近 の 国 際標 準化 に対 して払わ れ た 努 力 の成 果 も

折 り込 まれ るべ きで あ る。 経済 上 の 解決 策 が見 つ か るな らばDTEの 優 先 的

な(predominant)ヴ ァ ージ ョンが支持 され るで あ ろ う。
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4.2イ ン タ フ ェイス の 明細 書

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接続 され るメ イ ン ・ス テ イ シ ・ンの た め に,D

BPは 国 際 的 な勧 告 と標 準 に合 致 した レベ ル1～3の イ ンタ フ ェ イ ス と プP

トコル の明細 を きめ る予 定 で あ る。 よ りハ イ レベ ル の プ ロ トコルに適 合 させ

る責 任 は,加 入 者 自身 に あ る。 この 目的 のた め に,標 準,も し くは,公 認 の

規 制 が設 定 さ れた 時 に は直 ち にそ の標 準 や 規制 は,ア プ リケ イ シ ・ンの全 分

野 で ベ ー ス として採 用 さ れ るべ きで あ る。
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5.新 しい可 能 性 のあ る コン フィグ レイ ション(構 成)に 関 す る ノー ト

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の導 入 に ょ って,コ ンフ ィグ レイ シ ョンの新

しい 可能 性 が 開 け て くる。新 しい イ ンタ フェ イス と プ ・ トコル が検 討 され ね ば

な らない 。 これ らの イ ンタ フ ェ イスや プ ロ トコル は,網 に接続 され るDTEに

ふ さ わ しい ハ ー ドウェ アや ソ フ トウ ェ アの モ ジ ュール を必 要 とす る。

第5図 は新 しい 可 能 性 の あ る コン フ ィグ レイ シ ョ ンの立 面 図 を示 した もので

あ る。 単 独 の加 入 回 線 を 介 して,マ ル チ ・ア クセ スの で き る可 能 性 につ い て,

特 に注 意 を払 う必 要 が あ る。 こ こで は,接 続 され る通信 設備 は勿 論,コ ン ピュ

ー タ の イ ン プ ッ トも プ ログ ラム のモ ジ ュール に よ って 置 きか え る こ とが で きる。

そ の モ ジ ュー ル はい くつ か の論 理 的 な デー タ の流 れ を,ひ とつ の物 理 的 な 流 れ

に組 み 立 てた り,ひ とつ の物 理 的 な デ ータ の流 れ をい くっ か の論 理 的 な 流 れ に

分 解 した りす る。

距 離 と無 関 係 な トラ ピック料金 の適 用 は,低 コス トの コ ン フ ィグ レイ シ ・ン

に 関す る限 り,デ ー タ の 流れ を合 理 的 に組 み立 て るた め に重 要 な 意 味 を 持 つ よ

うにな るで あ ろ う。

外 国 の公 衆 ネ ッ ト網(そ の国 にデ ータ ・パ ケ ッ ト交 換網 が 存在 す る時 にはい

つ で も),デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 を 介 して,相 互 接続 が 可 能 にな る こ とはい

うまで もない。 これ らの網 を す で に設 置 してい る国,な い しは80年 代 初 期 に導

入 し よ うとしてい る国 は多数 あ る。1979年 の 中頃 か ら,EC加 盟国 は一 定 の条

件 の下 でEURONETを 介 して,国 際 デ ー タ ・パ ケ ッ トの トラ ピック を交 流 さ

せ る可 能 性 を 持 つ よ うにな る。
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6.公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの料 金 モ デ ル

1.4項 で料金 の 要 素 を例 挙 し ておい た が,こ の要 素 は"DBPの 事 前 の 調査

研究"で 検 討 され た 料金 モ デ ル のベ ー ス とな るもの で あ る。 推 定 さ れ る料金 構

成 と料金 額 は,ま だ 拘 束 力を 持 つ もので は ない。 個 々の料金 の 相 互 関係 と金 額

は第6図 に示 して あ る。

そ の図 に示 され てい る料 金 要 素 に 関 して は,次 の事 項 を 注 意 す る必 要 が ある。

B1欄:公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接続 す るメ イ ン ・ステ イ シ ョンに対 す

る月 額基 本 料金 の 中 に は,加 入者 に関係 した 交 換 設備,そ れ ぞ れ の伝 送速 度

に合 わせ た イ ンタ フ ェイ ス まで の デー タ伝 送用 の 加入 回線 と,付 加 設備 の設

置 と保守 に要 す る費 用 が 含 まれ る。 一本 の加 入 回 線 の 中に あ る数 本 の パ ー マ

ネ ン ト ・ヴァー チ ュ アル回 線 の提 供 に対 す る付 加 料 金 には,交 換 に要 す る経

費 が含 まれ る。 同 じ こ とが,メ イ ン ・ステ イ シ ョンに対 す るそ の他 の付 加 料

金 に も適 用 さ れ る。

Z1.1欄:そ の他 の公 衆 交 換 網 の ス テ イ シ ・ンか らそ れ らが デ ー タ通信 のた め

に設 計 され てお り,一 定 の必 要 条 件 を備 え てい るな らば,公 衆 デー タ ・パ ケ

ッ ト交 換 網 に含 まれ るPAD(パ ケ ッ ト ・アセ ン ブ リ/デ ィ ス アセ ン ブ リ設

備)に ア クセ スが で き る。 基 本 料金 や トラ ピック料 金 は,通 常,こ の よ うな

ネ ッ トワー ク のた め に必 要 とす る料金 で あ る。 電 話 網 の 中 で これ らの 料金 は,

将 来1980～1982年 には原 則 として近 距 離(short-haul)通 話 料金 となるで

あ ろ う。

発 信加 入 者 はPADま で の通 話 料金 を 負担 しな けれ ば な ら ない。 原 則 とし

て発 信 ス テ イ シ ・ンを確 認 す る こ とは不 可能 な のぜ トラ ピ ック料 金 は"受

信 加 入者 に ょ る受 信 人 払 料 金 の受取 を請 求 す る"設 備 に よ っ て計 算 され,受

信 加 入者 の勘 定 に 入れ られ る。 この こ とは,受 信 加 入者 が"受 信 コー ル に対
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す る受信 人払 料 金 の受取"の 設 備 につい て,DBPと 合 意 した もの とみ な さ

れ る。

Z1.2欄:も うひ とつ の公 衆 交 換網 の加 入者 が,公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 に アク セ

スす る こ とを望 む な らば,ふ た つ の網相 互 間 の接 続 が 行 な わ れ る。 徴収 され

る料金 は網 の イ ンタ フ ェイ スで,デ ー タ伝 送 の た め に必 要 とさ れ る付加 設 備

の費用 を含 む ダ イヤ ル ・ア ク セ スの費 用 を カノミー す る。

※ 料金 徴収 のた め に発 信 加 入 者 を確 認 す るた め の可 能 性 は,目 下 研 究 中 で

あ る。

Z1.3欄:キ ャ ラク タ方式 のDTEは デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換網 に適合 され ね ば

な らな い。 も しそ の適合 に あ た り,PADを 必 要 とす るな らば,こ の欄 で 不

さ れ てい る料金 が 必 要 とな る。 各 ス テイ シ ・ン ご とに 月間支 払 う最大 料 金 額

は,3,000分(=180DM)に 見合 うもので あ る。

PADの 料金 は,次 の項 目の た め に支 払 うべ き もの で あ る。

-X .25の イ ンタ フェイ スがな く付 加 サ ー ビス を提 供 す るため に,PAD

を 必要 とす るデ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 に接 続 さ れ て い るメ イ ン ・ス テ イ

シ ヨ ン

ー 適 合 の た め にPADを 必 要 と す る そ の 他 の 交 換 網 か ら の コ ー ル

さ ま ざ ま な プ ロ セ デ ュ ァ の 適 合 性 を 提 供 す る た め に,ユ ー ザ ー と の 合

意 が 必 要 で あ る こ と は い う ま で も な い 。

2.1と2.2欄:継 続 料 金(durationcharges)は 伝 送 速 度 別 に ラ ン ク さ れ て

い る 。

2.1欄:ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・ コ ー ル の 場 合 に は,継 続 料 金 は 毎 分,数 ペ ニ ッ ヒ

(・DMの 志)で 齪 され る.夜 間料金1・lll・ それぞ樋 鵠 ・…磁 額

さ れ る。

2.2ua:パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ー ア ル ・ ・ 一 ル の 場 合 に は,継 続 料 金 はD%

で 表 わ さ れ て い る 。

囲 他 の 交 換 網 か ら ア ク セ ス が 行 な わ れ る 場 合 に は,パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ 一
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チ ュ アル ・サ ー キ ッ トは原 則 として設 定 され ない 。

3欄:ヴ ォ リュー ム料金 は セ グメ ン ト当 り数 ペ ニ ッヒで 勘定 され る。 周 辺 の デ

ー タ ・ス テ イ シ ョンか らデ ー タ処 理 システ ム の方 向 ,な らび にそ の逆 の方 向

で 発 生 す るひ とつ の ま とまった(coherent)キ ャラクタ は,別 々 の セ グ メ ン

トとして カ ウ ン トさ れ る。 不 完 全 な セ グメ ン トも完 全 に ひ とつ の セ グメ ン ト

として 勘 定 され る。

そ れ ぞ れ の ヴァー チ ュ ァル ・コー ル は,ま だ決 定 してい ない 最 少 の数 の セ

グ メ ン トを構 成 す る もの とみ な され る。

この 料金 を計 算 す るた め に,夜 間料 金1と 夜 間料 金llに 対 す る昼 間 料金 の

量 の配 分 は,ひ とつ の ステ イ シ ・ンに ょっ て一 月間 の ヴ ァー チ ュ ア ル ・コー

ル とパ ー マ ネ ン ト ・ヴァーチ ュアル ・サ ー キ ッ トとして取 り扱 わ れ る セ グ メ

ン トで示 され た トー タ ル の トラ ピッ ク量 に対 して定 め られ る。最 初 の30万 セ

グメ ン ト,次 の30万 セ グメ ン ト,3番 目の30万 セ グ メ ン トに対 す る料金 は,

そ の セ グメ ン トに対 す る と同 様 に料 金 額 の前述 の タ イ プ(昼 間 料金,夜 間 料

金1,夜 間 料金 皿)相 互 間 と同 じ料 率 で配 分 され る。夜 間 料金 の1と 皿は,

それぞ鳩 と…に割 引 きされ る.

4欄:受 信 人 払 料金 の受 取 に対 す る要 求 とか,は っき りときめ られた スルー プット・

クラスのご とく,選 択 可 能 なユーザー の設 備 は,ま だ正 式 に定 型 化 され ていない。

アクセス とPADと 継続 料 金 のた め の完 全 な(rounding)規 制 は,い ずれ も

は っ き り定 め られ てい ない。 お お まか な見 通 し として は,測 定 は分 単位 で行

なわ れ る こ と,ま た,1分 間 毎 に単 位 料 金 を払 わ ね ば な らな い こ と,な どが

推 定 され る。

ヴァーチュアル ・コール ご との セグメ ン ト最 低単 位 の数 は,ま だ 固 め られ ていな

い 。 お お まか な計 算 として は,こ の数 は50を 越 えな い と推 定 さ れ る。もし,も

っ と少 ない 数 をベース に して計 算 し よ うとすれ ば,0.1項 で述 べ た オ フィス と

打 ち 合 わ せ を しな けれ ば な らない だ ろ う。 しか しな が ら,こ の 場合 時 に よつ

て は,そ れ ぞ れ の トラ ンザ ク ションに 対 して,ヴ ァーチ ュアル ・コー ル を設 定

しな い で,数 個 の トランザ ク シ ョ ンを 持続 した ほ うが経 済 的 に な る こ とが あ

る こ とを 注 意 してお く必 要 が あ る。
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図6デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 に対 す る料 金 例

C:二:惣 懸 鯛に搬 ヅ
↓ 一

@の 公衆交換網からのアクセ⊃

く

B1
メ イ ン ・ス テ イ シ ・ン に 対 す る

月 額 基 本 料

Z1,1. その他 の公 衆交 換網 で 発生 す

る料金

伝 送速 度bit/s DM/月 電 話 網

通常 の基 本料 と通話 料300ま で 120.00 加入電信網

1,200 190.00 DATEX網

×2,400 20α00
、'

Zエ21ア ク セ ス 料 金
×4,800 300.00

伝送 速度bit/s ペ ニ ッ ヒ/分
×9,600 400.00

300ま で a33

《。4亀000 600.00
1,200 5.00

ス テ イ ションに割 り当 て る 付 加料 金
2,400 7.00

マ ル チ ・ア ク セ ス追 加 の 論 理 回 線

1回 線 ご と に
5.00

未 決 定

未 決 定

4,800 10.00

9,600 15.00着 信 コ ール のた め に受 信 人 払 い 受取

そ の 他 の 付 加 料 金

PAD経 由 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン用

r ×PAD経 由は今後予想されない

層

ぱ ㌶ の㈱ 限を伴なう最初
、

>

X.25の メ イ ン

ステイシ ョン用

'

'

Z1.31PAD料 金

ペ ニ ッ ヒ/分 6.00

DM/月 とメ イン・ステイシ ョン最 大 100.00

、

＼
X.25の メイ

↓ ション用 に限'

21 ヴ ァー チ ュァル ・コール の 場 合 の 継 続 料 金 ペ ニ ッ ヒ/分 22
パ ー マ ネ ン ト

ヴアーチ ュアル

回路 の場合 の継続 料金

DM/月
伝 送 速 度

昼 間 料 金

6.00～1800

夜 間料金1

1&00～2200

夜 間料金 皿

2200～600

300ま で と1,200

2400

4,800

9,600

48,000

α50

1.00

1.50

2.00

4.00

0.33

0.66

1.00

1.33

266

0.16

0.33

α50

α66

1.33

4500

90.00

135.00

18α00

360.00

'

1セ グメン ト

=64オ クテット

31ヴ ・ リ ー一 ・ 料 金 ぺ ⇒ ヒ/セ グ ・ ン ト

メ イ ン ・ス テ イ ションに よって

取 り扱 わ れ る 月 間 デ ー タ量

昼 間 料 金

6.00～1800

夜 間 料 金1

1&00～2200

夜 間料金H

2200～600

最 初 の セ グ メ ン ト

次 の セ グ メ ン ト

第3の セ グ メ ン ト

追 加 の セ グ メ ン ト

0.33

0.15

α09

α04

α22

α10

0.06

0.03

011

0.05

α03

0.01

、'

41コ ール に対 す る付加 料金

受信人払料金の受取に対する要求 2ペ ニ ッ ヒ

スル ー プッ トク ラ ス/呼 の 流 れ の 統 制 未決定
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7.料 金 の 実 例

/

6章 に 示 さ れ た 料 金 要 素 は,利 用 さ れ る 構 成(configration)と 取 扱 わ れ る

ト ラ ヒ ッ ク 量 に ょ っ て 一 定 の トー タ ル 料 金 ま で 付 加 さ れ る 。

7.1料 金 シ ス テ ム

まず 第1に,い くつ か の構 成 を主 要 な 料金 要 素 とと もに示 す。

ア 一 夕

パ ケ ッ トB

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン 交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

デ ー タ

パ ケ ッ トB

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン 交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

A

メ イ ン ・ス テ イ シ ョ'

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

C

メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

マ ル チ

ァ ク セ ス

ラ イ ン

ア ー タ

パ ケ ソ ト

交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

一41一

データ ・パ ケッ ト交換網 に接続

さ れ て い る2つ の メ イ ン ・ス テ

イ ション

基本料金A

基本料金B

継続料金

ヴォ リューム料金

PADに よる2つ のメイン ・ス

テイションの適用

基本料金A

基本料金B

PAD料 金

継続料金

ヴォ リュー ム料金

データ ・パ ケッ ト交換網 に接続

されてい る数個 のメイン ・ステ

イ シ ョ ン

基本料金A,B,C

基本料金Dプ ラス

マルチ ・アクセスのための

付加料金

継続料金

ヴォ リュー ム料金



その他の交換網

ス テ イ シ ョン

ア ー タ

パ ケ ッ ト

交 換 網 メ イ ン ・ス テ イ シ ョン

その他公衆交換網を介しての

ア ク セ ス

その他 の交換網で発

生す る料金

アクセス料金

PAD料 金

基本料金A

継続料金

ヴォ リューム料金

性)マ ルチ ・アクセ スの付加料金は,数 本の論理回線が,X.25イ ンタ フェイスのメイン

ステイ ションで提供され る時には,つ ね に支払わねばな らない 。もしも論理回線が一

本 だけの場合 は,こ の付加料金を支払 う必要はない。

7.2計 算 例

7.2.1公 衆 電 話 網 を 介 し て ア ク セ ス す る キ ャ ラ ク タ 方 式 の300b/sデ ー タ ・

ス テ イ シ ョ ン

推 定 ト ラ ヒ ッ ク の 量

1月 平 均 の オ ペ レ ー ト20時 間,1時 間 平 均60ト ラ ン ザ ク シ ョ ン と 推 定 さ れ

る 。 ひ と つ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は,デ ー タ ・ ス テ イ シ ・ ン か ら デ ー タ 処 理 シ

ス テ ム に 対 し て,50キ ャ ラ ク タ の 照 会(1セ グ メ ン ト)と デ ー タ 処 理 シ ス テ ム

に よ る100キ ャ ラ ク タ の 応 答(2セ グ メ ン ト)か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ よ り長 い コ

ー ル で は
,セ グ メ ン トの 最 少 端 位 の 数 と い う も の は さ し て 重 要 と 考 え ら れ て

い な い 。

月 額 料 金

一 公 衆 電 話 網 に お け る 料 金

・基 本 料 金 と そ の 他 の 料 金

例:モ デ ムD200Sの つ い た 電 話 ス テ イ シ ョ ンDM172.00

(DM32.00十DM140.00が1979年1月1日か らDM27
.00十DM100.00に な る)
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・ ア ク セ ス ・ ポ イ ン ト ま で の ト ラ ピ ッ ク 料 金

例:23ペ ニ ッ ヒ/8分 で20時 間 運 用 の 場 合DM34.50

一 ア ク セ ス 料 金

20時 間 ×60ト ラ ンザ ク シ ョン ×3.33ペ ニ ッ ヒ/分=DM40.00

-PAD料 金

20時 間 ×60ト ラ ンザ ク シ ョン ×6.00ペ ニ ッ ヒ/分=DM72.00

一 ト ラ ピ ッ ク 料 金(原 則 と し て 受 信 人 払 の 前 提 で
,着 信 ス テ イ シ ・ ン に 請

求 さ れ る)

・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・ コ ー ル に 対 す る 継 続 料 金

20時 間 ×60ト ラ ンザ ク シ ョン ×0.50ペ ニ ソ ヒ/分=DM6.00

夜間料金1と 皿はそれぞれ 丁とξ減額

・ ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金

伝 送 さ れ 受 信 さ れ た セ グ メ ン トの 数:ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ご と に20時 間

×60ト ラ ン ザ ク シ ョン ×3セ グ メ ン ト=3,600セ グ メ ン ト

3,600×0.33ペ ニ ッ ヒ/セ グ メ ン トDMIL88

夜間料金1と 皿はそれぞれ去と…減額

合 計 昼 間 料金DM336.38

夜間料金1

夜間料金 皿

DM328.38

DM324.38

7.2.2公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 の メ イ ン ・ ス テ イ シ ・ ン に 接 続 さ れ て い

る2,400b/秒 の パ ケ ッ ト方 式 デ ー タ ・ ス テ イ シ ョ ン

推 定 ト ラ ヒ ッ ク 量

一 月 平 均 の オ ペ レー ト80時 間
,1時 間 当 り60ト ラ ン ザ ク シ ・ ン と 推 定 さ れ

る 。 ひ と つ の ト ラ ン ザ ク シ ・ ン は 伝 送 さ れ る デ ー タ の100キ ャ ラ ク タ(2セ

グ メ ン ト)と 受 信 さ れ る デ ー タ の900キ ャ ラ ク タ(15セ グ メ ン ト)の ふ た つ の

ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 。 こ れ よ り長 い ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル は,さ し て 重
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要 と 考 え ら れ て い な い 。

月 額 料 金

一 基 本 料 金DM200
.00

一 ト ラ ヒ ッ ク 料 金

・ひ と つ の ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル に 対 す る 継 続 料 金

80時 間 ×60ト ラ ン ザ ク シ ョン ×1.00ペ ニ ッヒ/分=DM48.00

夜 間料金1と 皿はそれぞれ 丁 とξ減額

(ひ と つ の ・1一 マ ネ ン ト ・ヴァー チ ュァ ル ・サ ー キ ッ トに対 しDM90.00)

● ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金

セ グ メ ン ト の 数

ト ラ ン ザ ク'シ ヨ ン ご と に80時 間 ×60ト ラ ンザ ク シ ョン ×17セ グ メ ン ト

=81 ,600セ グ メ ン ト

81,600×0.33メ ニ ッ ヒ/セ グ メ ン ト=DM269.28

合 計 昼 間 料 金 ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・ コ ー ルDM517.28

夜 間 料 金1ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ルDM367.20

夜 間 料 金 皿 ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ルDM305.60

駐)7.2.1項 と7.2.2項 で示 された計算例は,料 金要素の相関関係 を例示す ることを

意図 した ものであ り,ア プ リケイシ ョンのい ちばん広い範囲を カバーした ものでは

ない。また,着 信 ステイシ ョンに対 する基本料金,な い しは,基 本料金 要素(仮 に

集 中化が行 なわれてい るとして)を 含 んでい ない。

`
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8.標 準 化 の 現 状

2章 で述 べ た よ うな オ ー プ ン ・シ ステ ムで は,・ ン ト・一 ・ヒ・プ ・セ デ ー ア

や 隣接 レベ ル との イ ンタ フ ェイ スの標 準 化 は勿論,フ ァ ン ク シ ョナ ル ・レイヤ

ー(プ ・ トコル ・レベ ル)の 標 準化 が 必 要 とされ る
。 基本 的 に は,次 の2つ の

国際 機 構が この分 野 で 活動 してい る。

一 標 準 化 のた め の国 際 機 構(ISO)

一 国際 電信 電話 諮 問委 員会(CCITT)

(国 際 通信 ユ ニオ ンの技 術委 員会(ITV))

ISOとCCITTは 双方 の合 意 の下 に,必 要 とされ る標 準 を設 定 す る こ とを

決 定 した。 通 信 設備 の機 能 は,先 づCCITTに ょ って審査 さ れ る。 インタ フェ

イス の標 準化 では,ふ た つ の機 構 が共 働 で作 業 す る。 ハ イ ・レベ ル の プ ロ トコ

ル は最初 にISOが 担 当 す る。

オー プ ン ・シ ステ ム の標 準化 は,ま だ始 め られ た ば か りで あ る。 これ らの問

題 を処 理 す るISOの 小 委 員会(TC97/SC)は,1977年 の初 め に設 置 され た。

標 準化 のた め の ドイ ツ研 究 所(DIN)の 通信 委 員会(N1/AA16)も,と の分 野

で 活動 してい る。 普遍 的 に認 め られ てい る コ ン トロール ・プ ロセ デ ュ アや イ ン

タ フェ イス の明細 書 は,現 在 で は オー プ ン ・システ ムのた め の複 雑 な アー キ テ

クチ ュ アの モデ ル の うち,一 番 低 い レベ ル の もの に しか適用 さ れ てい ない 。 こ

の よ うな現 状 で は,DTE/DCEイ ンタ フ ェイ ズに 関 す るVシ リーズ とXシ リ

ー ズ のCCITT勧 告 と
,基 本 方 式 とHDICリ ン クの ア クセ ス ・プ ・セデ ュ ア

に 関す るISOの 標 準 につ い て,特 に注 意 を払 う必 要 が あ る。

デー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 のDTE/DCEイ ンタ フェイス関 係 の伝 送機 能 に関

して,オ ー プン ・シス テ ムの た め の一 般 的 な アー キ テ クチ ュ ア のモ デ ル1～3

の フ ァ ンク シ ・ナ ル ・レイヤ ー(レ ベ ル)に 対 し,明 細 書 はCCITT勧 告X.

25と い う形 で 適用 され て い る。
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な か ん ず く,つ ぎ の よ う な 問 題 が 勧 告X.25で 処 理 さ れ る 。

一 レ ベ ル1はDTE/DCEイ ン タ フ ェ イ ス を 介 し て
,通 信 網 と つ な が るD

TEの 物 理 的 な 接 続 を 規 制 す る 。X.25の 中 に 含 ま れ る 関 連 の 明 細 書 は,新

し い デ ー タ 網 の た め にCCITT勧 告X.21と 同 じ も の で あ る 。DBPの 網

で は,X.21の イ ン タ フ ェ イ ス は 一 般 的 に,1981年 か ら 採 用 さ れ る 予 定 で あ

る 。 そ れ ま で は,x.21bisが 利 用 さ れ る か も し れ な い 。

一 レ ベ ル2は デ ー タ ・サ ー キ ッ トの 端 末 設 備 とDTE間 の デ ー タ 交 換 の た

め のHDICリ ン ク ・ア ク セ ス ・プ 四 七 デ ュ ァ を 定 め て い る 。 こ の プ ロ セ デ ュ

ア はISOに よ っ て 定 め ら れ た 。X.25が1976年 に 採 択 さ れ た 時 に,最 終 の

HDLC標 準 がISOに よ っ て 定 め ら れ て い な か っ た の で,レ ベ ル2に 対 す

るX.25の 明 細 書 は,当 初,ISOに ょ っ て 行 な わ れ た 作 業 の 事 前 の 成 果 を

ベ ー ス に し て 作 ら れ た 。X.25の 中 で 最 初 に 行 な わ れ た こ の 合 意 は,LAP

A(リ ン ク ・ア ク セ ス ・ プ ロ セ デ ュ ァAヴ ァ ー ジ ョ ン,も し く は た だ 単

にLAP)と 名 付 け ら れ て い る 。1977年 の 中 頃 にLAPAはLAPBに

書 き 替 え ら れ た 。LAPBは 関 連 の 標 準 と 互 換 性 が あ り,ISOの 同 意 も と

りつ け たHDCLヴ ァ ー ジ ・ ン で あ る 。CCITTは 現 存 の も の と建 設 中 の

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 は,先 づLAPAヴ ァ ー ジ ・ ン で オ ペ レ ー ト し,

最 終 的 に 特 に 新 し い 企 画 が 関 係 し て い る と こ ろ で はLAPBヴ ァー ジ ・ ン

で 専 ら 利 用 す る こ と を 決 定 し た 。

DBPの 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 はLAPBヴ ァ ー ジ ・ ン で オ ペ レ ー

トす る こ と に な る で あ ろ う。 同 じDTEを 使 っ て ポ イ ン ト ・ツ ー ・ポ イ ン

ト間 の 接 続 に 採 用 さ れ て い るHDLCリ ン ク の プ ロ セ デ ュ ァ は,世 界 的 に 適

用 さ れ る も の で あ るが,こ の プ ロ セ デ ュ ア は1979年 の 初 め にDINに よ っ て

標 準 化 が 行 な わ れ る 予 定 で あ る 。

-X ・25の 中 の レ ベ ル3は ・くケ ッ ト ・ レ ベ ル の オ ペ レ ィ シ ョ ン を 規 制 す る 。

そ の 限 りで,こ の 勧 告 は ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・ コ ー ル と パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー

チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ トの み を 処 理 す る も の で あ る 。 デ ー タ グ ラ ム ・サ ー ビ
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ス は ま だ 検 討 中 で あ る 。

X.25の い く つ か の 項 目 は,網 の キ ャ リ ア と ユ ー ザ ー 間 の 合 意 に つ い て ふ

れ て い る 。 必 要 な 情 報 が,ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に 合 わ せ て,DBPに よ っ て そ

の う ち 提 供 さ れ る で あ ろ う。

X・25の 勧 告 に 合 致 し な いDTEは,PADsを 介 す る こ と に よ っ て デ ー タ ・パ

ケ ッ ト交 換 網 と ア ク セ ス で き る 。 デ ー タ 伝 送 で は 発 信 のDTEと 着 信 のX.25の

メ イ ン ・ス テ イ シ ョ ン は 一 定 の 規 制 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。

PAD設 備 はX.3勧 告 の 中 に 記 述 さ れ て い る 。X.28は110～300ビ ッ ト/sで

オ ペ レー トさ れ る 非 同 期 の デ ー タ ・'ステ イ シ ・ ン 用 と し て,PADsに 対 す る デ

ー タ 伝 送 を 規 制 す る
。PADと 着 信 のX.25メ イ ン ・ス テ イ シ ・ ン 間 で 利 用 さ れ

る コ ン ト ・ 一 ル ・ プ ロ セ デ ュ ア は,勧 告X.29の 中 に 詳 細 が 記 述 さ れ て い る 。
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9.述 語 の 定 義

デ ー タ ・パ ケ ッ ト

ひ と つ の ユ ニ ッ ト と し て 取 り扱 わ れ,ま た,コ ン ト ロ ー ル 用 の イ ン ス ト ラ ク

シ ョ ン を 含 む デ ー タ 網 に よ っ て 規 定 さ れ て い る ビ ッ トの 最 大 数

デ ー タ 網(DIN44302)

DTE相 互 間 の デ ー タ ・ リ ン ク を 作 る た め に,専 用 さ れ て い る す べ て の 設 備

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換(DlN44302)

デ ー タ 網 の 中 で デ ー タ ・パ ケ ッ トを 受 信 し た り バ ッ フ ァ(時 間,速 度 な ど の

調 整)し た り,再 伝 送 し た りす る プ ロ セ ス

ス ル ー プ ッ ト ・ ク ラ ス

ス ル ー プ ッ ト ・ ク ラ ス は 加 入 者 の 要 求 に し た が っ て 網 に よ っ て 伝 送 さ れ る ス ル

ル ー プ ッ トを オ ク テ ッ ト/秒 で 区 分 す る 。

フ ロ ー.コ ン ト ロ ー ノレ

フ ロー ・ コ ン ト ロー ル は デ ー タ 網 の 中 で ∴ 特 定 の2地 点 間(例 え ば,DTE

と 網 の ノ ー ト)の 伝 送 速 度 を コ ン ト ・ 一 ル す る た め の プ ロ セ デ ュ ア で あ る 。

ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ ー

提 供 す べ き サ ー ビ ス の た め の デ ー タ ・ プ ロ セ ッ サ ー(サ ー ビ ス ・ コ ン ピ ュ ー

タ ー)

サ ー キ ッ ト交 換(DIN44302)

2以 上 のDTE間 の デ ー タ 接 続(ス ル ー ・ コ ネ ク シ ョ ン)を す る た め の プ ・

セ ァ ユ ア

マ ル チ ・ア ク セ ス,マ ル チ プ ル ・ユ ー ズ,マ ル チ ・ア ド レ ス

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 で は,数 本 の 論 理 回 線(ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル 又

は パ ー マ ネ ン ト ・ ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル)を 物 理 的 な 回 線 を 越 え て 設 定 す る

こ と が で き る 。 ひ と つ の ス テ イ シ ・ ン に 割 り 当 て ら れ た こ の 設 備 は,加 入 回 線
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で ア ク セ ス の マ ル チ 化 が で き る 。 デ ー タ ・パ ケ ッ トは ア ド レ ス 情 報(マ ル チ ・

ア ド レ ス)に よ っ て 論 理 回 線 に 割 り 当 て ら れ る 。

オ ク テ ッ ト

8ビ ッ トが ひ と つ に つ な が っ た も の 。

PAD(パ ケ ッ ト ・ア セ ン ブ リ/デ ィ ア セ ン ブ リ ・フ ァ シ リ テ ィ)

ネ ッ ト ワ ー ク の 周 辺 に あ っ て,入 っ て く る 一 連 の 文 字,コ ー ド,プ ・ セ デ ュ

ァ の 変 換 を パ ケ ッ ト化 す る と い っ た 適 用 機 能 を 果 た す 機 能 体 で あ る 。

パ イ ロ ッ ト網

実 験 的 な 目 的 に 役 立 て た り,例 え ば,網 の オ ペ レ ー シ ョ ン と か,ユ ー ザ ー の

ビ ヘ イ ノミー に つ い て 経 験 を 積 む た め に 利 用 さ れ る 網

パ ー マ ネ ン ト ・ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ ト

ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ トが,ト ラ ピ ッ ク の 一 定 の 関 係 に 基 づ い て7恒 久

的 に 割 り 当 て ら れ る。 そ こ に は コ ー ル を 発 生 さ せ た り 消 滅 さ せ る とい う 側 面 は

な に も な い 。 デ ー タ 伝 送 の 側 面 で は,ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル の そ れ と 全 く 同

じ で あ る 。

ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・ コ ー ル

ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル はDTEの2つ の ユ ニ ッ ト間 の 論 理 的 な 接 続 で あ る 。

そ れ は デ ー タ 伝 送 の 側 面 と 同 様 に コ ー ル の 発 生 と 消 滅 の 側 面 を 持 っ て い る 。 サ

ー キ ッ ト交 換 網 と は 対 照 的 に ,ヴ ァ ー チ ュ ァ ル ・ コ ー ル は 必 要 に 応 じ て 伝 送 容

量 を 割 り 当 て る だ け で あ る 。 こ うす る こ と に ょ っ て 物 理 的 回 線 の マ ル チ 化 を 可

能 に す る 。'

X.3

PADの 機 能 を 規 定 し たCCITTの 勧 告 で あ る 。

X.25

パ ケ ッ ト方 式 のDTEと 公 衆 デ ー タ ・パ ケ ッ ト交 換 網 間 の イ ン タ フ=:一イ ス を

規 定 し たCCITTの 勧 告 で あ る 。

X.28
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キ ャ ラ クタ方 式 の テ レプ リンタの よ うなDTEとPAD間 の機 能 を 規 定 した

CCITTの 勧 告 で あ る。

X.29

パ ケ ッ ト方 式DTEとPAD間 の機 能 を 規定 したCCITTの 勧 告 で あ る。

X.75

デ ー タ ・パ ケ ッ ト交換 網 の 中 にあ る網 の ノー ド間 の機 能 を規 定 した もの で あ

る。
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10.略 語 表

CCITT国 際 電 気 通 信 連 合 の 諮 問 委 員 会

Comit6ConsultatifInternationalT616graphiqueet

T616phoniqne

DBPド イ ツ 郵 電 蓄

DTEデ ー タ 端 末 設 備

DCEデ ー タ ・サ ー キ ッ トの 端 末 設 備

FTZ電 気 通 信 技 術 セ ン タ ー

FernmeldetechnischesZentralant

HDLC

ISO

IA

ITA

LAP

Ncc

PAD

X…

ITU

V…

ハ イ レベ ル ・ デ ー タ ・ リ ン ク ・ コ ン ト ロ ー ル

標 準 化 の た め の 国 際 機 構

国 際 ア ル フ ァ ベ ッ ト

国 際 電 報 ア ル フ ァ ベ ッ ト

リ ン ク ・ ア ク セ ス ・ プ ロ セ デ ュ ァ ・ コ ン ト ロ ー ル,ア 一 夕 ・ フ ロ ッ

ク の 交 換 の た め の プ ・ セ デ ュ ァ

網 管 理 セ ン タ ー

パ ケ ッ ト ・ ア セ ン ブ リ/デ ィ ア セ ン ブ リ設 備,デ ー タ ・パ ケ ッ ト父

換 網 の た め の 適 合 設 備

CCITT勧 告 のXシ リー ズ

国 際 電 気 通 信 連 合

CCITT勧 告 のVシ リー ズ

一51一



11.従 来DBPに よ って提 供 され て い るデー タ通 信 サービス の 一覧 表

DBPに よっ て従 来 提供 され て お り,DATELと い う略 称 で知 られ てい る

サ ー ビスを下 表 に集 ろ くしてお い た。 計 画 さ れ てい る公 衆 デー タ ・パ ケ ッ ト交

換 サ ー ビスは,ユ ー ザ ー に対 して 自分 の ニー ズ に最 も適 した サ ー ビス を選 ぶ こ

とを可 能 にす る。

現 在 のDATELサ ー ビスに 関 す る リー フ レッ トや 明細 書 は,地 方 の電 話 局

や 電 気通 信 技 術 セ ンタ ーで 手 に入 れ る ことがで き る。 これ らの 印刷 物 の リス ト

を 添 付 して お く。

囲 い ず れ に して も,パ ケ ッ ト交 換 ダー テ ック ス ・サ ー ビスは導 入 す る こ とが

決 定 され てい る。

)
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